
平成 30 年 2 月 6 日 

平成 29 年度ふれあい行事開催報告      

行事名 冬の動物たちの生き方 

主催（後援） 支笏湖自然保護官事務所（協力：支笏湖ビジターセンター運営協議会） 

開催日 2018 年 2 月 4 日（日）  9：50 ～ 12：00 

場所 休暇村園地 (休暇村支笏湖前広場および散策路) 

参加者 参加者   7 名 

行事の概況 辺り一面銀世界となっている支笏湖。今回は雪がちらほらと降る中、スノーシューを

履いて、休暇村園地内を散策しました。動物では、エゾヤチネズミやエゾクロテン等の

足跡が観察され、植物では、ヤドリギやホオノキの冬芽等を発見することが出来ました。

また、雪を掘り、断面の温度を計測し、上・中・下のうち、どの部分の温度が低いのか

のクイズも行いました。スノーシューの履き心地を楽しみながら、参加者のみなさんは、

冬にしか見られない景色を満喫していました。 

 

＜活動の様子＞ 

 

 

 

エゾクロテンの解説中 

 

ホオノキの冬芽 

 

ヤドリギを発見 

 

雪の断面を掘り、温度を計測！ 

 


